
the　United　Statesと「合衆國」 217

the　United　Statesと「合衆國」

中西言語文化接触の視点から一

千　葉　謙　悟

O）はじめに

　The　United　States　ofAmericaは現在の日本において「アメリカ合衆国」と訳され、中国にお

いても「亜美利加合衆國」と表記される（I）。しかし、「合衆国」という訳語はThe　United　States

の正確な翻訳借用とは言いがたいように見える。

　この問題については本多勝一1970：316に指摘があり、同文末尾に引く広田栄太郎の文章では

「稗治文（E．C1BR工DGMAN）に「亜美利駕合衆国志略」（一八四六）という著があります。これ

から見ると、「合衆国」という語は中国出来のようです…直訳というよりは、合衆共治国（＝共和

国）の略と考えられる意訳でしょう」という。また、齋藤毅1971：12では「…合衆国ということば

は、世問で言われているようなtheUnitedStatesの直訳語ではなく、むしろ民主政体、共和政体

の国を意味することばであると解するものである」という。

　また、「合衆」が「連邦」の意味を持つ可能性に対しては「…合衆というのは、君主無くして衆

庶がみずから政治を行うことであり、それは必然的に議会制度を持つ会治国であり、選挙によっ

て選ばれる会主一大統領によって統治される共和制国家ということになる。合衆ということばが

直ちに連合を意味するのではなく、合衆政体の国なるが故に、必然的に遵邦制国家となるのであ

る」（齋藤1971：11－12）として否定する。

　しかし、ここでは2つの問題がある。まず第一に広田文で「合衆」の出典として指摘されてい

るブリッジマン『亜美利駕合衆國志略』（1846）という文献の存在である。中国語学では、『亜美

利駕合衆國志略」の元となった『美理吾合省國志略』（1838）について増補あるいは改訂版として

複数の版本の存在が知られており、これへの検討が欠けていることを指摘せねばならない。後述

するように、『美理寄合省國志略』の版本の検討は「合衆」なる語の初出を探る上で欠かせないか

らである。

　第二に、「合衆」とは本当に「共和政体」の意味なのであろうか。齋藤説に従うとすれば、「合

衆」ははじめ選挙制に基づく共和制を意味していたが、次第に連邦制を表すように意味が移動な

いし拡大していったということになる。「合衆」は本当にこのような訳語史を持つのであろうか。

さらに言えば、先行する二論文では「合衆」なる語の初出が示されておらず、この問題に対する
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議論が尽くされていない憾みがある（2）。

　本稿では以上のような問題意識からUnitedStatesに対する「合衆」なる語の初出及び成立史を

再考察し、東西および日中≡1語文化接触の一端を検討したい。

1）「合衆」とはなにか

　1－1）「合衆」＝共和制か

　「合衆」という語は「合衆國」と用いられるのが普通である。しかし一方で「合衆諸邦」「合衆

民人」など、「国」以外の要素と結合して複合語を形成することもあった。また、「合衆」のみで

「合衆国」を指すことのできる例として以下のような記述もある。

合衆（又名花旗）在亜美理駕之中緯線、自赤道＿十五度起至四十九度止、経線自中華北京偏

東百有九度起至偏西四百七十三度止。　　　　　　（樟理哲（R　Q．Way）『地球説略』1856）

　本節では、まず最初に「合衆」とは何を意味するのかという問題を検討したい。

　「合衆」とは共和制の意味なのであろうか。文字列のみからでは「衆を合する」ないしは「合し

た衆」と読むことができ、共和制の基礎となる選挙制をイメージできるという（3）。「合衆」＝共

和制であるならば、19世紀前半の中国語文献における共和制の描写において「合衆」またはそれ

に近い文字列を検し得るのであろうか。

　そこで、まず中国側の主要な文献において共和制がどのように描写されているのかを検討した

い。共和制とは何かという問題が存在するが、ここではこれまでの中国にはなかった一大特徴一

市民による選挙制一とそれに関連する部分を取り上げることとする。

　1－2）共和制に関する記述

本稿が対象とする19世紀前半において共和政体をとる国は複数あるが、ここではアメリカ含衆

国に関する記述をとりあげた。（英単語は筆者による。引用文中における括弧内の文章は割注）

…毎省良民立公會、自選人才忠烈繕紳代庶民政事修學、然統理國會典列邦首領之主、而治國

網紀、首領主在位四年遂退、償民仰望之、歓聲載道、復任四年。百姓之所悦、思能辮衆、便

超撃爲官、該國無爵、民齊平等。

　　　　　　　　　　　（郭実獲（K．F五．Gutz肚）等編『東西洋考毎月統記傳』1837年6月）

因無國王、遂設勃列西領（president）一人、綜理全國兵刑・賦税・官吏瓢陵。然軍國重事關

繋外部和戦者、必與西業（Senate）會議而後行。設所見不同、則三占從二。…定例勃列西領
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以四年爲一任、期満更代。如綜理允協、通國悦服、亦有最留一任者、纏無世襲終身之事。至

公墾之例、先由各部落人民公學、日依力多（e1ect）。　　　　　　（林則徐『四洲志』1841）

至干朝綱、不設君位、國人各立官長、司理政事班次、首領正副、穫理國政、四載一學、周而

復轄　　　　　　　　　　　　　　　（轟吉士（Marques）『新緯地理備考』1847、巻9）

A皿Eng1ish　and　Chinese　Dictionary1847－48：REPUBLIC　公共之政治、暴衆政治之國

毎國正統領一、副統領佐之（副統領有一員者、有複員者）以四年爲任満（亦有一年二年一易

者）集部衆議之、衆皆日賢、則再留四年（八年之後不准再留）否則…各以所推書姓名投匿中、

畢則啓國視所推濁多者立之。　　　　　　　　　　　　（徐纏奮『滅環志略』1848、巻9）

『英華字典』1866－69：Repub1ic衆政之邦、衆政之國、公共之政

　以上から・共和制つまり選挙制の描写において、「合衆」またはそれに近い文字列を見いだすこ

とはできなかった。従って「合衆」が共和制と直接的に関連ある語であるとはいいがたいと思わ

れる。

　　　　　　　　　　　　　　　2）「合衆國」とはなにか

　2－1）　ブリッジマンと『美理寄合省國志略』

　ユ9世紀前半においてThe　Umted　Statesはどのように訳され、「合衆國」なる訳語はいかにして

発生したのであろうか。これには鴉片戦争以前の中国語文献に目を向けなければならないが、こ

の時期の訳語について大きな影響力を持ったのがプロテスタント宣教師たちの著作である。

　ユ807年に来華した初のプロテスタント宣教師ロバート・モリソン（Robert　Monlison、馬穫遜）

以来、宣教師たちは中国へ世界地理の知識を紹介することに積極的であった。アメリカの紹介も

その一環である。そしてこの時期アメリカについて最もまとまった記述を残したのはブリッジマ

ン『美理寄合省國志略』（1838）であった。

　エリヤ・コールマン・ブリッジマン（E．C．Bridgman，1801－1861）は中国名を高理文または禅

治文という。アメリカ人初の来華プロテスタント宣教師である。伝道に従事する傍ら、Chinese

Reposito町の編集長の地位にあった。アメリカと中国の望慶条約（1844）締結の際にはアメリカ

側の通訳をピーター・パーカー（PeterParker、伯駕）と共につとめている。こうした経歴から、

ブリッジマンが「合衆」の訳語成立について鍵を握る人物であることが予想される。以後は彼の

著作である『美理寄合省国志略』と望度条約締結前の状況に言及し、「合衆」の語誌をさらに検討
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したい。

2－2）『美理寄合省國志略』の版本

　『亜美理駕合衆國志略』2冊27巻はWy1ie1867：70によれば『美理寄合省國志略』の改訂版として

1844年に出版されている。『亜美理駕合衆國志略』の版本について触れる文献はいずれも所蔵する

機関を記しておらず、おそらくすべてこのワイリーの記述を元にしているといってよい。ワイ

リーは最初の版本である『美理寄合省國志略』を紹介する際すべての章名を挙げ、また『聯邦志

略』についても同じくすべての章名を記している。しかし『亜美理駕合衆國志略』については書

名を挙げて改訂されたと述べるにとどまる。『亜美理駕合衆國志略』が存在するのかどうかについ

て確定的なことは言えないが、この時の改訂はあったとしても大規模ではなかったであろう。大

規模な改訂版としては、1861年に上海の墨海書館より出版された、『大美聯邦志略』がある。

　『亜美理駕合衆國志略』について、王家倹1969：16ではタイトルを『亜美理格合衆國志略』として、

1838年版の一部を再版したものであるとする。一方、顧長声1985：32では1844年に香港で『亜墨理

格合省國志略』が出版されたと記している。また、楊玉聖1995：6では『亜美理格合省國志』に作

る。呉義雄2000：426では『亜美利格合衆國志略』とし、1838年版の重刊であるとする。これらの

記述から、おそらく1844年に重版ないしは改訂版が出されたことは確かであろう。この版本に

「合衆」の語が用いられていたとしても、「合衆」なる語の初出は後述する！844年の初出例を遡る

ものでないことも確認できる。

　他の版本についていえば、1846年にも広州で『亜美利駕合衆國志略』不分巻として重版されて

いるというが、これについて諸家の問に相違はない。いずれにしても「合衆國」の初出を更新す

るものではないことが分かる。

　以上から、この文献が二度の改訂（一度目は単なる重版かもしれないが）を経ていることは確

かであり、書名は「合省國」（1838）→「合省國（合衆國）」（1844）→「合衆國」（1846）→「聯

邦」（1861）と変化している。本書の英語名はWy1ie1867：70によると“BriefGeographicaユHistory

oftheUnitedStates　ofAmerica’’であるから、いずれもtheUnitedStatesの訳語であることに変

わりないはずである。「合省國」は明らかに聯邦の意味を持つ。『聯邦志略』の「聯邦」はいうま

でもない。ここで「合衆國」だけが唐突に共和制を意味するのであろうか。「合衆國」が共和制で

はなく、連邦制を表すということがさらに明確になったといえるだろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　3）「合衆國」の初出

　「合衆國」という語は先行論文に指摘するように中国において創造されたものである。ここでは

日中それぞれの初出を簡単に検討し、中国側資料に現れた「合衆國」＝連邦制の論拠を指摘して

おきたい。
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　日本での「合衆國」の初出は本多1970：317に載せる広田文によると「嘉永元年（一八四八）の

風説書の類」であるが、未見である。管見の限りで『大日本古文書　幕末外国関係文書之一』嘉

永6年（1853）6月3日の記事に見える。（括弧内は筆者注）

六月三日未上刻頃、異國船渡來之注進有之二付…磨接左之通。

　（浦賀奉行典力・中島）三郎助

船ハ何國之船ニテ、何等之言睾有之、当港ヘハ渡來侯哉

　（オランダ語を解する米船船員）ホツトメン

船ハ北亜墨利加合衆國の船ニテ、本國都府華盛頓ヨリ、大統領より日本國帝へ呈侯

書翰所持いたし侯（4）　　　　　　　　　　　　　（変体仮名は通用の仮名に置き換えた）

　また、同年の大統領フィルモアによる対日国書の漢文正本やペリー書簡の漢文正本、およびそ

れらのオランダ文副本の和解にも用いられている。

　一方で、中国における初出は現在までのところ『欝辮夷務始末道光朝」巻71・道光24年

（1844）正月に載せる護理両広総督・広東巡撫の程喬釆の上奏文に認められる（5〕。「合衆國」とい

う語が中国において創造され、日本に先駆けて用いられてたものであることは確実といえよう。

由領事福士稟請進見、投逓夷文。査閲言睾漢、内開伊奉本國正統領派爲亜墨理駕合衆國全権公

使善定事宜大臣、前來與中華大臣商議爾國民人相交章程、立定和好條約（6）。

興味を引かれるのは、この上奏の続きにおいて「合衆國」という命名の由来が述べられている

ことである。程喬釆の上奏文において、「合衆國」は以下のように解説されていた。

・夷文内所稻亜墨理駕、即昧口利口堅之韓音。該國係二十六虜爲一國、故有合衆國之名。所穐正

統領、即其國主。

　程商釆は広州のアメリカ領事フォーブスから米中の条約締結のため全権公使カッシングが来る

ことを知らされ、もたらされる予定の国書を急ぎ抄録して奏上したのである。ここから、「合衆

國」の由来について共和制に関する叙述がなく、26州（当時）が連邦を形成していることを述べ

るのみであることが看取されよう。「合衆國」が遵邦制を表すさらなる証左である。これ以後も

「合衆國」の称は『壽辮夷務始末』の中でしばしば用いられた。そしてこの語は、米中初の条約で

ある望度条約の漢文正文中においてもthe　United　Statesの訳語として正式に使用されたので

あった。
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4）「合衆國」の語構成

　「合衆國」の語が対外的に公式に用いられたのは望度条約（1844）が最初である。条約本文では

「大亜墨利駕合衆國」という語がUnited　States　ofAmericaの訳語、正式の国号として用いられて

いる。公文書での用例は後世に対して大きな影響力を持つが（7）、ここでの使用例が中国における

「合衆國」の定着を有利に進めた可能性は否定できないであろう。

　ここで興味深い記述がある。在華西洋人の間で広く読まれていた月刊誌ChineseReposito町に

掲載された望度条約についての記述のうち、TheUnitedStatesの訳語について述べる部分である。

該当する1845年1月号の記事には以下のような記述がある。（下線は筆者）

The　trans1atior　of　the　second　treaty，in　a　note，has　the　fo11owing　remarks：“in　the34artic1es，

the　United　States　are　desi　ated　as　theHoん0ん㏄　Kωoんthe1iter創meaning　ofwhich　cha1r一

acters　is　either，“the　united　a11nation”or“the　union　of　a11nations’二they　do　not，howeveいn

any　sense　express　the“United　States’二Throughout　the　treaty　when　wishing　to　point　out

other　nations，the　character此ωoんis　used，meaning　a　nation：which　character　is　a1so　used

inthe　Eng1ishtreaty，whendesi馴ating　as　anation，beingthe　same　as　the1ast　characterofthe

nationaユdesignation　of　the　United　States　of　America．In　the34th　a］＝tic1e　the　characterκωoん

is　used　to　express　each　state．”　　　　　　　　　　（“Chinese　Repository”1845Jan．ART．m　p．55）

ある注記において、第二の条約（望度条約）の通訳は以下のように述べている。「34箇条の条

文においてunitedstatesは“HohChungKwoh（合衆國）”と訳された。文字通りの意味は

「連合したあらゆる国」あるいは「全国家の連合体」である。しかし、これはどんな意味であ

れUnited　Statesを表現してはいない。条約全文を通じ、他国を指示したい時はnationを意

味する“kwoh（國）”を用いた。この字はイギリスの条約（南京条約）においても、ある国

家を指し示す時に用いられたが、これはUnitedStatesofAmericaという国号を表す最後の

漢字と同じであった。一方、第34条において“kwoh（國）”という字は各stateを表すため

に用いられたのである」

　「合衆國」が“the　united　aユ1nation’’“the　union　ofaユ1nations”であるということは、この語の

創造当初は、今まで看過されてきたように「合衆十國」という語構成なのではなく「合十衆國」

という形をとっていたことを示すものである。この文章には署名こそないものの、望度条約の通

訳の言というからにはブリッジマンかパーカーの文章に違いない。以前にアメリカに関する文章

を中国語で発表していたことからしてブリッジマンである可能性が高いであろう。このことから
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も・「合衆國」はその誕生の時点においてすでにUnited　Statesつまり連邦を意味する語であった

ことがわかる。

　さらに注目すべきは、訳者の不満はnatiOnとStateに同じ「國」なる漢字を与えてしまったが

ためにこの二語を訳し分けられないことにあるのであって、共和制の訳語についての言及がない

という点である。

　つまり、これまで「合衆國」を「合衆十國」という構成であると考えていたゆえに、United

Statesと「合衆」との対応について疑念が抱かれていたわけである。さらには『地球説略』のよ

うに「合衆」のみをthe　United　Statesの訳語として用いたり、齋藤1971に引く藤田九二『聯邦商

律』（1873）のように「合衆諸國」と用いたりしたため、「合衆十國」という解釈がさらに加速さ

れたのであろう。見方を変えればこの時期にはすでに「合衆十國」と捉えられ始めていたことが

読みとれる（8〕。

　しかし、「合十衆國」から「合衆十國」と語構成の解釈が変化し、「合衆」という文字列が独立

して用いられるようになっても「合衆國」はUnitedStatesを意味しつづけることになったのであ

る。

　　　　　　　　　　　　　5）　中国文献における「合衆國」

　5一ユ）　アメリカを示す「合衆國」

　ここでは『美理吾合省國志略』を除く他の中国語文献における例を検討したい。もっとも早い

アメリカ合衆国の紹介はおそらく謝清高口述、楊柄南筆録『海録』（1821）であろうが、ここには

アメリカを「口芋哩堅」と記すのみでthe　United　Statesに相当する訳語は見えない。

次いで『東西洋考毎月統記伝』1833－1838（中断あり）であるが、ここには複数の訳語が存在す

る。以後、19世紀中葉までの主要な文献におけるthe　United　Statesとしての「合衆」とその変種

を挙げれば以下のごとくである。

『東西洋考毎月統記伝』1838：兼摂列邦、列省合國、兼合列邦、兼走列邦、合郡、合邦、兼合

　　　　　　　　　　　　　國、総郡、兼合邦

『海國圏志」1842：育奈士迭、兼摂邦國、兼摂列邦、連邦國、纏理部落、合省國

「望度条約」1844：合衆國

『英華韻府歴階」1844：Republic合省國

『海國四説』1846：合衆國（「耶蘇教難入中國説」）、合省國（「合省國説」）

An　Eng11sh　and　Ch1nese　D1ct1onaエy1847－48：Un1ted　States系維邦國

『新揮地理備考』1847：合衆國

『滅環志略』1848：合衆國、（割り注で兼摂邦國、連邦國、育奈士迭も載せる）
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『地球図説』1856：合衆

『大美聯邦志略』1861：聯邦

『英華字典』1866－69：United　States合國、合衆國

『英華率林韻府』1872：United　States　o“merica合衆國、系維邦國

　以上のように、中国では「合衆國」の語が受け継がれていることが分かる。ただし、「合衆國」を

創造したであろうブリッジマンが『大美聯邦志略』において「合衆國」ではなく「聯邦」という

訳語を用いているのは、ブリッジマンも含めて当時の西洋人が「合衆國」という訳語に必ずしも

満足していなかったためであろう。というのは、Chinese　Repositoryに以下のような記述がある

からである。

We　wish　the　trans1ator　wou1d，at　his　convenience，give　us　the　proper　characters　for　the

“Un1ted　States　of　Amer1ca’二whlch　w111ob11ge　us　very　much

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（“Chinese　Repository’二1845Jan．ART　V皿p．55）

我々は翻訳者に、彼の都合の良い時でよいので、UnitedStatesofAmericaに対する適切な訳

語を示してくれるよう望む。その訳語は我々に非常に大きな貢献をするだろう。

　しかし結局のところ、この文章の発表後ただちに「適切な訳語」が示されることはなかった。

ブリッジマンの回答としてはおそらくそれは「聯邦」であったのであろうが、そのころすでに「合

衆國」という語は中国のみならず日本においても用いられる訳語になっていたのである（9〕。

　5－2）アメリカ以外の「合衆國」

　これまではアメリカに関して「合衆國」が用いられ、それが連邦制を意味することを論証して

きたが、アメリカ以外の国であっても連邦制をとる国家に対して「合衆」の語が用いられている

文献を挙げ、「合衆國」が連邦を意味することの傍証としたい。

　アレン（Y　J．A11en、林樂知）・鄭昌秩訳『列國歳計政要』（1875）ではドイツやスイスに対して

も「合衆國」を用いている。また、テイモシー・リチャード（T　Richard、李提摩太）・察爾康訳

『泰西新史撹要』（1896）では以下のような記述がある。

此三十七國者合共有民人三十兆丁口、養兵三十萬名。在各大國之意、以爲日耳曼合衆國之局

勢既定、已不失字小之仁実（第十六巻第二節）
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これは1815年に結成されたドイツ連邦（Deutscher　Bund）に関する記事である。また、

英相柏茂登日「改意大利爲合衆國、非意人之所願。事必不行。既使勉強行之、亦終難於持久」

（第十八巻第八節）

　とある。これはフランス皇帝ナポレオン三世がイタリアについて連邦制が望ましいと発言した

ことをうけ、イギリス首相パーマストンが反対した一節である。

　以上により、遅くとも19世紀中葉の中国において「合衆（國）」は（the）United　States（Nations）

の訳語として認識されていたことがわかる。つまりアメリカのみならず遵邦制をとる国家に対し

て用いることのできる訳語となっていたのである。

6）おわりに

　以上、「合衆（國）」の語誌を検討した結果、「合衆（國）」とはthe　United　Statesの訳語に他な

らず、共和政治に関する要素は翻訳の際に考慮されていないことが確認できた。この訳語はおそ

らくは先行する訳語であった「合省（國）」の改良形として望度条約締結前にブリッジマン周辺で

創造され、以後の公文書に用いられて定着したと考えられるのである。「合衆國」前後に「合省國」

「聯邦」のヴァリアントがあることからして、またブリッジマン自身がアメリカ人であったことか

らしてもthe　United　Statesの適切な訳語の創造に苦心したことがうかがえる。

　彼が『美理寄合省國志略』を執筆する際に中国人の協力を得たことは本人も認めている。その

協力者、広東端渓の人梁植の経歴について詳しいことはまだ分かっていないが、『美理寄合省國志

略』出版から20数年を経た『聯邦志略』改訂の際にも生存していたことがその序文からわかる。

なお、改訂版たる『聯邦志略』には管嗣復｛10）が協力していたことが『王轄日記」成豊9年（1859）

4月15日の記述からうかがえる。こうした協力者の交替が、あるいは『美理寄合省國志略』から

『聯邦志略』に向かう］連の改訂において「合衆國」から「聯邦」へという訳語の変化をもたらし

たのかもしれない。

　先述したように、ブリッジマンたちは「合衆國」という訳語に必ずしも満足していなかった。

しかし、公文書に用いられたこと、アメリカ自身が以後の公文書で「合衆國」と名乗りだしたこ

と（11）もあって、「合衆國」はthe　United　Statesの訳語として定着し、中国のみならず日本でも用

いられるようになったのである。

　しかし、「合衆國」の語構成は次第に当初とは異なった解釈を受けるようになる。日本では早く

から「合衆」＝連邦制という本来の意味が忘れられ、共和制を意味する語としても用いられてい

たようである。比較的早期に属する例を挙げれば村上英俊『佛語明要j（1864）における以下の解

釈がある。
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　中国においても時代は降るがリチャード（T　Richard、李提摩太）の「三十一國志要」（1895頃）

において下のように叙述されている。

西暦一千七百七十六年（當我乾隆四十一年）北美洲十余省之民同時起事。且傳撤四方謂。吾

傭立意自成一國。不甘受人錐制。磨名我新國為合衆國。言合衆人之力成此國也。一切政事皆

由民主。

　ここから、共和制から連邦制へと意味が変化あるいは拡大したのではなく、まさにその反対の

過程一連邦制から共和制へ一をたどったという訳語史が描けるであろう。訳語創造から意味の変

動に至る過程も、東西および日中≡語文化接触の重要な一環として捉えられよう。中国および日

本における「合衆（國）」の意味変動過程の究明については別稿に譲りたい。
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